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新専任教員紹介

　４月１日付で新たに26

人が専任教員となった。
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温かい心を持った法律家に

　法科大学院は修了後の目標が明確に定まっていますので、入学後は将

来を見据えて勉学にいそしんでください。

　法律家は、法律を専門とするプロフェッションであるとともに、人の

持つ不幸を正面から受け止める職業です。

　そのためには法律学についての総合的な理解や法律家として必要な技

法をすべて身につけるとともに、人の痛みがわかる温かい心を持たなけ

ればなりません。容易ではない途
みち

ですが、本学にはこれらを学ぶための

カリキュラムも、人的・物的支援もすべて整っています。

　初心を忘れることなく、将来に向けての意欲を持ち続け、緊張感のあ

る充実した毎日を過ごしてください。

法科大学院長　　佐野 裕志

人との交流や意見交換が大切

　入学おめでとうございます。

　大学院商学研究科は学問を発展させる研究者とともに、高度な職業的

知識を身につけて、ビジネス社会に貢献する専門的知識人の養成も目指

しています。そうした人材は、単に書物上の研究活動によってだけでは

なく、さまざまな人たちとの交流と意見交換を通じて育成されると考え

ます。

　大学院での勉強は自ら主体的に取り組まなければならないため、つら

いときもあるかもしれませんが、忍耐強く頑張ってほしいと思います。

よい人間関係はそうしたつらい時間を乗り越えさせてくれる大事な要素

です。友人を大事にして、充実した研究生活を送ってください。

商学研究科長　　小林 守

論文作成は自分との知的格闘

　新たに大学院に入学した諸君、入学おめでとう。大学院を志望した時

点で大学院とはいかなるところか、理解していると思う。しかしおそら

く多くの諸君の理解は「甘い」のではなかろうか。

　問題意識を持ち、先行研究を大量に読み、いかなる点がポイントか把

握する。そしてそのポイントにつき仮説を立て、実証を行う。最後に実

証結果について議論する。学位論文作成のプロセスはこのようなものに

なるケースが多いだろう。

　こうして文字では簡単に書けるが、実際には自分自身との知的格闘と

いってもよい。脅すようだが、そのサポートをするのが教員であり、仲

間の院生である。サポート体制は整っている。思う存分格闘してほしい。

経営学研究科長　　廣石 忠司

自らの「居場所」を創ろう

　大学院への進学を志したのには、皆さんに希望と覚悟があったことと

想像します。

　その皆さんの想いを実現するためには、ご自身の頑張りはもとより大

事ですが、指導教員をはじめとした教員、また院生仲間との意見交換・

討論がなにより大切です。それは自分の研究が独り善がりになることを

防いでくれると同時に、研究内容の整理や、新たな視点の発見につなが

る可能性が大きいからです。そのためには教員や院生、ときに学部生の

話の聞き役になることも重要です。

　同じ研究を志す者として、自らの「居場所」を創って、それを大切に

発展させてください。そのための協力を惜しまない、それができるのが

大学です。

文学研究科長　　飯尾 秀幸

研究目的は「英知」を磨くこと

　大学院入学おめでとうございます。研究者を目指して入学された方、税

理士などの高度専門職業人を目指して入学された方など、皆さんはすで

に明確な目的意識をもって入学されたことと思います。目的意識をもつ

ことはもちろん重要ですが、目先のことに執着すると大局を見失います。

　皆さんには何のために研究するのか、といった問いかけを持続させて

ほしいと思います。学問研究の究極的な目的は「英知」を磨くことにあ

ると私は信じております。研究者になるにしても、専門職業人になるに

しても、最終的には英知を磨いて社会の役に立つという気概と覚悟が、

大学院では問われるのだと思います。皆さんが法学研究科で研究を通し

て英知を磨かれることを期待しております。

法学研究科長　　増田 英敏

「志」忘れずに新たな扉開こう

　今日の社会にはさまざまな課題が山積し、また出現する経済事象も複

雑になっています。

　それゆえ、知的専門性を高め対処することはたいへん重要です。大学

院入学にあたり抱かれた「志」を忘れずに、学位を取得するため十分に

研究時間を確保し、研究を通じて論理的思考力を磨き、さらに専門的な

発表能力を高めてください。

　経済学研究科をはじめ専修大学大学院には、多様な分野に多彩な研究

者がそろっています。指導教員の指導の下、専修大学の教育資源をフル

に活用し、新たなキャリアの扉を切り開いてください。

　私たちは全力でアシストすることをお約束します。

経済学研究科長　　遠山 浩

大学院研究科長・法科大学院長メッセージ

都合により
写真は掲載
いたしません

都合により
写真は掲載
いたしません

都合により
写真は掲載
いたしません

都合により
写真は掲載
いたしません

都合により
写真は掲載
いたしません

都合により
写真は掲載
いたしません

都合により
写真は掲載
いたしません

都合により
写真は掲載
いたしません

都合により
写真は掲載
いたしません

都合により
写真は掲載
いたしません

都合により
写真は掲載
いたしません

都合により
写真は掲載
いたしません

都合により
写真は掲載
いたしません

都合により
写真は掲載
いたしません

都合により
写真は掲載
いたしません

都合により
写真は掲載
いたしません

都合により
写真は掲載
いたしません

都合により
写真は掲載
いたしません

都合により
写真は掲載
いたしません

都合により
写真は掲載
いたしません




